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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月31日(2015.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３００】
　窒素雰囲気下、三方コックを付けた一口なすフラスコに上記親水性オリゴマーを０．４
５ｇ、疎水性オリゴマーを０．２０ｇ、ＮＭＰ５．５ｍｌを仕込み、８０℃で親水性オリ
ゴマーと、疎水性オリゴマーを溶解させた。空冷後、デカフルオロビフェニル０．０２ｇ
（０．０６ｍｍｏｌ）と炭酸カリウム０．０１ｇ（０．０７ｍｍｏｌ）を加え、１２０℃
で１８時間反応させた。放冷後、反応液をＮＭＰで希釈し、イソプロパノールに注ぎ、得
られた沈殿をろ過、水で洗浄した。次に、得られたポリマーの酸処理を行った。得られた
ポリマーを、室温で２日間、１．０Ｍ硫酸水溶液中で攪拌した後、ろ過によりポリマーを
回収した。そして、ポリマーを純水でよく洗浄し、６０℃で１０時間乾燥することにより
薄茶色のポリマーを得た。重量平均分子量は１５万であり、高分子量化は困難であった。
分子量維持率は１０％であり、前記一般式（Ｓ１）～（Ｓ３）で表される構成単位がない
ため、化学的安定性に劣っていた。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３０９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３１１】
　比較例４
　（下記一般式（Ｇ１９）で表されるイオン性基を含有しないオリゴマーｃ４’の合成）
　かき混ぜ機、窒素導入管、Ｄｅａｎ－Ｓｔａｒｋトラップを備えた５００ｍＬ三口フラ
スコに、炭酸カリウム１．１ｇ（アルドリッチ試薬、８ｍｍｏｌ）、イオン性基を含有し
ない前記オリゴマーａ１（末端ヒドロキシル基）を２０．０ｇ（２ｍｍｏｌ）を入れ、窒
素置換後、Ｎ－メチルピロリドン（ＮＭＰ）１００ｍＬ、シクロヘキサン３０ｍＬ中で１
００℃で脱水後、昇温してシクロヘキサン除去し、デカフルオロビフェニル４．０ｇ（ア
ルドリッチ試薬、１２ｍｍｏｌ）を入れ、１０５℃で１時間反応を行った。多量のイソプ
ロピルアルコールで再沈殿することで精製を行い、下記一般式（Ｇ１９）で示されるイオ
ン性基を含有しないオリゴマーｃ４’（末端フルオロ基）を得た。数平均分子量は１１０
００であり、イオン性基を含有しないオリゴマーｃ４’の数平均分子量は、リンカー部位
（分子量６３０）を差し引いた値１０４００と求められた。
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